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平
成
二
十
年
は
、
例
年
に
も
増
し
て
「
安
全

性
」が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

学
生
生
徒
た
ち
が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学

校
施
設
、
そ
の
耐
震
化
は
、
現
在
多
く
の
学
校

法
人
が
直
面
し
て
い
る
重
要
課
題
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

改
修
か
、
建
て
替
え
か
、
耐
震
化
策
は
学
校

法
人
の
事
情
に
も
よ
り
ま
す
が
、
老
朽
施
設
の

建
替
事
業
と
も
な
る
と
、
こ
れ
か
ら
先
の
数
十

年
の
学
校
の
あ
り
方
を
見
据
え
た
一
大
事
業
と

し
て
議
論
す
べ
き
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

資
金
計
画
に
つ
い
て
も
、
全
額
自
己
資
金
で

実
施
、外
部
資
金
も
組
み
込
ん
で
の
実
施
な
ど
、

い
く
つ
か
の
経
営
判
断
が
働
く
場
面
で
し
ょ
う

が
、
長
期
・
固
定
金
利
の
事
業
団
資
金
を
利
用

し
、
施
設
の
再
整
備
を
図
る
こ
と
も
資
源
の
有

効
配
分
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
検
討
の
価
値
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
注
目
は
、
国
に
よ
る
利
子
助
成
制

度
で
す
。

　

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学

校
並
び
に
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
中
学

校
・
小
学
校
・
特
別
支
援
学
校
が
行
う
老
朽
校

舎
（
築
三
十
年
以
上
）
及
び
危
険
建
物
と
認
定

さ
れ
た
旧
耐
震
基
準
（
昭
和
五
十
六
年
以
前
の

建
物
）
の
学
校
施
設
の
建
替
整
備
事
業
（
取
壊

し
を
伴
う
も
の
）
に
つ
い
て
、
事
業
団
資
金
を

利
用
さ
れ
る
と
、
初
回
の
利
払
い
か
ら
十
年
間

に
わ
た
り
文
部
科
学
省
か
ら
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
金(

利
子
助
成)

の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

老
朽
校
舎
等
の
建
替
事
業
に
事
業
団
資
金
を

調
達
し
た
法
人
か
ら
は
、「
長
期
・
固
定
・
低

利
で
、
返
済
計
画
が
立
て
や
す
い
」「
据
置
期

間
が
二
年
間
あ
り
、
法
人
全
体
の
資
金
繰
り
に

安
定
性
が
も
た
ら
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
事
業
団

融
資
の
特
長
に
加
え
て
、「
国
か
ら
の
利
子
助

成
制
度
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
」
が
調
達
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、
こ
の
利
子
助
成
制
度
の
概
要
・

イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
（
最
新
の
融

資
金
利
は
、
一
六
ペ
ー
ジ
の
「
融
資
金
利
表
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

　

老
朽
校
舎
等
の
建
替
事
業
を
事
業
団
資
金
と

利
子
助
成
制
度
が
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま

す
。

❖　

❖　

❖

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、本
年
八
月
号
に
引
き
続
き
、

融
資
対
象
施
設
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。
今
月
号

で
は
、
学
校
法
人
國
學
院
大
學
を
訪
ね
、
國
學

院
大
學
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
概
要
、
資

金
調
達
の
考
え
方
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

新校舎

◎築30年以上

又は
◎旧耐震基準で建築
された危険建物

利子助成制度の概要
利子助成制度とは，施設の耐震化の促進のため国が事業団
の融資金利の一部に対して補助金を交付する制度です

利子助成対象事業のイメージ

取り壊して
新しく建てる

大学・短大・高専

法人負担利率 ＝ 事業団の融資金利 － 利子助成利率（10年間）

※事業団の融資金利が2.6％を超えますと利子助成率は大学等1.6％、高校等1.1％で固定されるため法人の金利負担は変わります。

※利子助成対象外施設　寄宿舎等、附属病院、研修施設等、法人本部棟

大学の場合
利子助成
対象面積は
14,000㎡

旧校舎

10,000㎡

20,000㎡

利子助成による法人負担利率（10年間）： 大学等1.0％ 高校等1.5％

高校・中学校・小学校

1.0％

1.5％

（大学例） 1.0％ 1.0％2.0％

2.0％

1.6％2.8％

1.5％ 0.5％
1.1％

（対象学校）

利子助成対象学校

金利負担軽減！

大学～小学校（特別支援学校含む）

利子助成対象面積

利子助成対象施設

大学・短大・高専（取壊面積の）1.4倍
高校1.7倍、中学校2.4倍、小学校2.3倍

特別支援学校2.8倍

校舎、体育館、図書館、講堂、食堂等

（実施面積と対象面積のいずれか少ない面積）
利子助成対象面積 × 建築単価 × 融資率80％　＝ 利子助成対象融資額

（実施単価か基準単価のいずれか低い単価）

法人負担利率 融資金利 利子助成率（※）

（高校例）

法人負担利率 融資金利 利子助成率（※）

（大学例）10億円融資 20年2年据置
金利2.0％

金利総額

約２億2000万円

利子助成額8000万円

法人実負担額
1億4000万円

1.2％

2.8％1.7％

事
業
団
融
資
で
明
日
を
拓
く

　
　
　
　

―

施
設
整
備
と
利
子
助
成―
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学
校
法
人
・
國
學
院
大
學

対
象
校
・
國
學
院
大
學
（
東
京
都
渋
谷
区
）

対
象
事
業
・ 

國
學
院
大
學
学
術
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
新
築

　
　
　
　
　
（
地
下
二
階　

地
上
六
階
）

　

Ｊ
Ｒ
渋
谷
駅
か
ら
徒
歩
約
一
〇
分
、
渋

谷
の
商
業
地
帯
を
抜
け
る
と
、
都
市
型
大

学
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
地
上
一
八
階
建

の
「
若
木
タ
ワ
ー
」
が
目
に
飛
び
込
ん
で

き
ま
す
。

　

神
殿
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
空
間
を
洗
練

さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
融
合
す
る
キ
ャ
ン
パ

ス
再
開
発
を
進
め
る
國
學
院
大
學
を
訪
ね

ま
し
た
。

（
話　

杉
﨑
正
彦
財
務
部
次
長
）

二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
伝
統

文
化
の
研
究
・
発
信
拠
点
づ
く
り

　

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
の
皇
典
講
究

所
の
創
立
以
来
、
神
道
精
神
を
建
学
の
柱
と
す

る
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
現
代
社
会
の
求
め
に

応
じ
た
幅
広
い
教
育
を
展
開
し
て
き
て
い
る
國

學
院
大
學
は
、
平
成
十
三
年
よ
り
一
二
〇
周
年

記
念
事
業
を
手
始
め
に
「
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再

開
発
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

再
開
発
事
業
は
、
①
一
二
〇
周
年
記
念
一
号

館
（
十
五
年
二
月
竣
功
）、
一
二
〇
周
年
記
念

二
号
館
（
十
六
年
七
月
竣
功
）
②
若
木
タ
ワ
ー

（
十
八
年
五
月
竣
功
）　

③
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
Ａ
Ｍ
Ｃ
）（
二
十
年
三
月
竣
功
）　

④
三

号
館
（
二
十
年
七
月
着
工
）
の
四
期
に
分
け
ら

れ
、
い
ま
は
第
四
期
（
最
終
期
）
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

事
業
団
融
資
の
対
象
と
な
っ
た
学
術
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｍ
Ｃ
）
は
、
研
究
開
発
推
進

機
構
、
日
本
文
化
研
究
所
、
考
古
学
・
神
道
・

校
史
を
中
心
と
し
た
資
料
館
、
一
〇
〇
万
冊
を

収
蔵
で
き
る
自
動
書
庫
お
よ
び
五
〇
万
冊
の
集

密
書
庫
を
配
し
た
図
書
館
、
情
報
セ
ン
タ
ー
等

の
機
能
を
併
せ
持
つ
複
合
棟
で
あ
り
、
オ
ー
プ

ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
補
助
対
象
事
業
を
は

じ
め
と
し
た
学
術
情
報
の
発
信
基
地
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
機
能
の
中
枢
と
な
る
若
木
タ
ワ
ー
と
学

術
の
中
枢
と
な
る
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

対
を
な
し
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

資
金
計
画
は
安
定
性
を
重
視

　

國
學
院
大
學
は
、
か
つ
て
借
入
金
に
よ
り
財

政
基
盤
が
圧
迫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
危
機

感
か
ら
学
内
で
は
財
政
改
革
の
声
が
高
ま
り
、

借
入
金
体
質
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
負
債
を
圧

縮
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
に
内
部
留
保
を
積

み
上
げ
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
資
金
は
そ
れ
ま
で

の
経
営
努
力
に
よ
る
内
部
留
保
資
金
を
活
用
す

る
計
画
で
進
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

一
方
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
は
長
期
に
及

び
ま
す
。
そ
の
間
に
は
、
土
地
の
購
入
な
ど
予

期
せ
ぬ
支
出
も
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
中

長
期
計
画
に
お
け
る
資
金
需
要
、
金
融
情
勢
等

も
日
々
変
化
し
ま
す
。
学
校
法
人
の
経
営
安
定

化
の
た
め
に
は
、
当
初
計
画
を
尊
重
し
つ
つ
も

経
営
的
側
面
か
ら
常
に
資
金
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
老
朽
化
し
て
い
た
校
舎
も
取
り
壊

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
団
の
資
金
を
利

用
す
る
こ
と
で
十
年
間
の
利
子
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
学
校
法
人
の
実
質
負
担
金
利
（
十
年

間
）
が
一
．
〇
％
に
な
る
こ
と
は
財
政
的
に
有

意
義
で
あ
り
、
資
金
の
安
定
化
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
当
初
計
画
を
変
更
し
て
利
用
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
整
備
と
あ
い
ま
っ

て
、
教
育
面
で
は
「
教
育
開
発
推
進
機
構
」

（
二
十
一
年
度
設
置
予
定
）
で
の
新
た
な
教
育
力

の
組
織
化
と
全
学
挙
げ
て
の
さ
ら
な
る
教
育
力

向
上
を
め
ざ
し
、
國
學
院
大
學
は
新
た
な
挑
戦

を
続
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

融
資
部　

融
資
課

☎
○
三
（
三
二
三
○
）
七
八
六
二
〜
六
七

Ｅ
メ
ー
ル　

yushi@
shigaku.go.jp

都
市
型
大
学

　

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発

近代的で落ち着きのある建物外観

自然との調和を創出するアプローチ

明るく開放的な図書館閲覧スペース
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私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
私
学
情
報
室
で

は
、今
年
度
、新
潟
県
よ
り
新
潟
県
大
学「
改
革
・

改
善
」
支
援
事
業
の
委
託
を
受
け
、
新
潟
県
内

に
あ
る
国
公
私
立
大
学
（
短
期
大
学
）
を
対
象

と
し
た
大
学
改
革
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
新
潟

県
内
私
立
大
学
（
短
期
大
学
）
の
魅
力
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
経
営
改
革
・
主
体
的
な
自
己

点
検
等
へ
の
試
み
）作
成
に
関
す
る
現
地
調
査
・

相
談
・
助
言
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
大
学
改
革
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

　

新
潟
県
内
に
あ
る
大
学
の
理
事
長
・
学
長
等

の
大
学
ト
ッ
プ
に
、
教
育
研
究
の
発
展
お
よ
び

経
営
基
盤
の
強
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の

様
々
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
年
度
内
に
三
回
実
施
し
ま
す
。

　

第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
二
十
年
七
月

二
十
二
日
実
施
）
で
は
、
大
学
を
取
り
巻
く
今

日
の
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
そ
れ
を
解
決
す
る
必
要
性
を
認
識
す

る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
野
田
一
夫
氏
（
財
団
法

人 

日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
、
多
摩
大
学
名
誉

学
長
）
よ
り
「
改
め
て
大
学
改
革
を
問
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
回
セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
二
十
年
十
一
月
十

日
実
施
）
で
は
、
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
を

踏
ま
え
、
講
師
に
松
本
大
学
副
学
長
小
倉
宗
彦

氏
、多
摩
美
術
大
学
教
授
岩
倉
信
弥
氏
を
迎
え
、

新
潟
県
内
の
各
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解

決
す
る
上
で
参
考
と
な
る
先
進
事
例
を
研
究
し

ま
し
た
。

② 

魅
力
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に

関
す
る
現
地
調
査
・
相
談
・
助
言
に

つ
い
て

　

新
潟
県
内
に
あ
る
私
立
大
学
の
経
営
状
況
を

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
の
有
す
る
財
務
情
報

と
現
地
調
査
に
よ
っ
て
把
握
し
、
各
大
学
（
四

校
）
が
作
成
す
る
魅
力
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

案
や
経
営
改
革
、
主
体
的
な
自
己
点
検
な
ど
の

「
改
革
・
改
善
」
へ
の
試
み
等
に
つ
い
て
助
言

し
ま
す
。
理
事
長
、
学
長
、
事
務
局
長
な
ど
学

校
経
営
の
ト
ッ
プ
に
対
し
、
相
談
・
助
言
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
大
学
経
営
に
関
す
る
危
機
意

識
及
び
「
改
革
・
改
善
」
の
方
向
性
に
つ
い
て

共
通
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
実
効
性
あ
る

「
改
革
・
改
善
」
を
可
能
と
し
ま
す
。

　

図
は
魅
力
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
例

で
す
。

　

Ａ　

 

学
生
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
教
育
内
容
を
充

実
す
る
た
め
の
取
り
組
み

　

Ｂ　

 

高
校
と
の
関
係
を
強
化
す
る
た
め
の
取

り
組
み

　

Ｃ　

 

地
域
貢
献
、
地
域
か
ら
評
価
を
高
め
る

取
り
組
み

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
○
三
（
三
二
三
○
）
七
八
五
〇
〜
五
一

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp
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横
須
賀
中
央
駅
か
ら
徒
歩
一
〇
分
、
三
笠
公

園
に
隣
接
す
る
、
爽
や
か
な
海
風
の
吹
き
抜
け

る
場
所
に
横
須
賀
学
院
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
敷

地
内
に
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
院
で
は
、
創
立
五
十
周
年
の
時
期
に
様
々

な
改
革
を
実
施
し
、進
学
実
績
が
大
幅
に
上
昇
、

入
学
者
数
も
安
定
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
の
六
十
周
年
を
控
え
、
新
た
な
改

革
に
取
り
組
む
学
院
を
訪
ね
、
津
田
一
路
学
院

長
、
藤
野
利
夫
中
学
校
・
高
等
学
校
長
、
塩
田

征
雄
小
学
校
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
中
学
校
・
高
等
学
校
の
改
革

１
．
改
革
の
き
っ
か
け

　

駅
か
ら
至
便
な
立
地
条
件
や
、
こ
の
地
域
で

は
数
少
な
い
男
女
共
学
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
校
は
周
辺
の
公
立

上
位
校
の
併
願
校
と
し
て
、
毎
年
一
定
数
の
生

徒
を
確
保
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
教

職
員
は
改
革
の
必
要
性
を
意
識
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
創
立
五
十
周
年
を
目
前
に
し
た

一
九
九
七
年
に
現
在
の
津
田
学
院
長
が
就
任
、

改
革
を
呼
び
か
け
た
も
の
の
、
全
学
的
な
機
運

は
高
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
公
立
中
学
校
で
絶
対
評
価
が
導

入
さ
れ
て
受
験
者
層
が
変
化
し
、
四
〇
〇
名

の
学
則
定
員
を
維
持
し
て
い
た
高
校
入
学
者

が
、
二
〇
〇
三
年
は
三
〇
〇
名
に
激
減
。
従
来

一
七
〇
名
程
度
継
続
的
に
確
保
し
て
い
た
推
薦

入
試
の
志
願
者
が
一
〇
〇
名
減
少
す
る
と
い
う

緊
急
事
態
が
生
じ
た
の
で
す
。
学
院
は
こ
れ
に

大
き
な
衝
撃
を
受
け
、「
地
域
に
求
め
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
？
」「
今
す
ぐ
改
革
を
開
始

し
な
け
れ
ば
！
」
と
い
う
危
機
意
識
を
全
教
職

員
が
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
丁
度
こ

の
時
に
、
前
青
山
学
院
大
学
学
長
の
國
岡
昭
夫

氏
が
理
事
長
に
就
任
、
競
争
と
淘
汰
の
時
代
の

私
学
教
職
員
の
意
識
改
革
を
訴
え
、
全
学
を
挙

げ
て
改
革
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
． 

全
教
職
員
に
再
点
検
・
課
題
提
示
と
提
案

を
求
め
る

　

ま
ず
、
学
院
長
名
で
全
教
職
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
い
う
建
学

の
理
念
の
再
確
認
、
学
院
教
育
の
諸
分
野
の
再

点
検
、
課
題
の
提
示
と
提
案
を
積
極
的
に
募
り

ま
し
た
。
職
員
の
意
見
を
採
用
し
た
一
例
と
し

て
、
食
堂
の
改
革
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

横
須
賀
学
院
で
は
、
長
年
、
学
院
が
直
接
食

堂
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
メ
ニ
ュ
ー
は
十

年
一
日
の
ご
と
く
で
変
化
し
な
い
な
ど
、
生
徒

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
意
識
が
希
薄
で
し
た
。
そ

こ
で
、
複
数
の
教
職
員
の
意
見
を
採
用
し
、
民

間
業
者
を
入
れ
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
日
替
わ
り
で
展
開

さ
れ
、
放
課
後
も
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
生
徒

の
評
判
は
向
上
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
各
学
校
で
分
野
・
課
題
ご
と
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
集
中
的
な

討
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
い
う
建
学
の
理

念
を
再
認
識
し
、
共
有
し
続
け
る
た
め
、
こ
の

時
期
、
一
時
中
断
し
て
い
た
早
朝
礼
拝
が
復
活

し
、
津
田
院
長
の
主
宰
で
毎
週
欠
か
さ
ず
教
職

員
有
志
が
集
い
、
祈
り
を
共
に
し
て
い
ま
す
。

３
． 

中
高
一
貫
コ
ー
ス
・
高
校
選
抜
ク
ラ
ス
の

設
置

　

横
須
賀
学
院
で
は
、
一
九
九
九
年
度
に
中
高

一
貫
コ
ー
ス
を
、
二
〇
〇
二
年
度
に
高
校
選
抜

ク
ラ
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

中
高
一
貫
コ
ー
ス
で
は
六
年
間
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

し
、
少
人
数
の
ク
ラ
ス
編
成
で
主
要
科
目
に
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
、
青
山
学
院
大
学
と
の
連

携
授
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
「
ユ
ー
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」

な
ど
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
貫
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
ま
で
は
、
成

績
優
秀
な
中
学
生
の
一
部
が
他
の
私
学
や
公
立

高
校
に
入
学
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
と

同
時
に
、
成
績
上
位
の
内
部
進
学
者
の
奨
学
金

制
度
を
設
け
る
な
ど
切
磋
琢
磨
の
環
境
を
整

え
、
現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
内
部
進

学
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
の
高
校
選
抜
ク
ラ
ス
は
、「
国
公
立
・
早

慶
上
智
な
ど
難
関
大
学
進
学
の
実
力
養
成
」
を

目
指
し
、
学
校
設
定
科
目
を
含
め
た
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム・
七
時
間
授
業
・
土
曜
日
特
別
講
習
・

夏
期
学
習
合
宿
な
ど
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
毎
週
定
時
に
、
選
抜
ク
ラ
ス
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
催
し
、
担
当
の
教
員
が
一
丸
と
な
っ

て
真
剣
勝
負
の
授
業
を
担
い
ま
し
た
。

　

募
集
初
年
度
は
わ
ず
か
三
〇
名
と
い
う
厳
し

い
状
況
で
し
た
が
、
現
在
で
は
各
学
年
三
ク
ラ

ス
・
約
九
〇
名
の
生
徒
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

選
抜
ク
ラ
ス
の
設
置
は
学
校
全
体
に
好
ま
し

い
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
大
学
進

学
者
の
七
六
％
が
、
指
定
校
・
公
募
制
を
含
め

た
推
薦
入
試
で
決
定
し
て
い
ま
し
た
。
選
抜
ク

ラ
ス
の
設
置
に
よ
り
学
校
全
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
気
風
が
み
な
ぎ
り
、
一
般
入
試
に
挑
戦
す

る
傾
向
が
強
ま
り
ま
し
た
。二
〇
〇
六
年
に
は
、

一
般
入
試
で
の
大
学
入
学
決
定
者
数
が
推
薦
入

試
に
よ
る
決
定
者
数
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

高
校
入
試
に
お
け
る
募
集
体
制
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
複
数
の
ボ
ー
ダ
ー
・
日
程
・
受
験
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魅
力
あ
る
私
学
を
目
指
し
て

「
横
須
賀
学
院
に
お
け
る
学
校
改
革
」

（
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室
）

シリーズ



方
法
を
設
定
し
て
い
ま
す
。推
薦
入
試
二
種
類
、

一
般
入
試
（
Ⅰ
期
一
般
・
Ⅱ
期
選
抜
・
ア
ビ
リ

テ
イ
）
三
種
類
の
計
五
種
類
。
年
度
ご
と
の
生

徒
数
大
幅
増
減
の
リ
ス
ク
を
分
散
し
、
人
数
の

微
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

４
．
放
課
後
学
習
の
充
実

　

中
高
一
貫
コ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
家
庭
学
習

の
習
慣
を
学
校
内
で
定
着
さ
せ
る
制
度
と
し

て
、
放
課
後
学
習
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

　

単
元
の
定
着
が
十
分
で
な
い
生
徒
に
対
し
指

名
制
で
行
う
補
習
制
度
・
Ｂ
．Ｌ
．Ｔ
．（Basic 

Learning T
im
e

）、
外
部
教
育
機
関
の
連
携

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
個
別
講
座
の

導
入
の
ほ
か
、二
〇
〇
八
年
度
か
ら
は
、Ａ
．Ｌ
．

Ｔ
．（A

dvanced Leaning T
im
e

）
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

Ａ
．
Ｌ
．
Ｔ
．
は
教
室
を
開
放
し
て
実
施
す
る

放
課
後
学
習
で
、
Ｐ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
プ
リ

ン
ト
演
習
な
ど
を
生
徒
自
身
が
行
っ
て
い
ま
す
。

先
生
に
指
名
さ
れ
た
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
生
徒
を
中
心
に
、
生
徒
た

ち
が
互
い
に
教
え
合
い
な
が
ら
自
分
で
学
習
す

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
自
学
自
習
の
場
と
し
て
、

多
く
の
生
徒
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

○
小
学
校
の
改
革

　

長
く
中
学
校
・
高
等
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て

い
た
塩
田
小
学
校
長
は
、「
初
等
教
育
（
小
学

校
）
と
中
等
教
育
（
中
学
・
高
校
）
に
は
根
本

的
な
違
い
が
あ
る
。
真
に
求
め
ら
れ
る
初
等
教

育
は
、
建
学
の
精
神
を
礎
に
し
て
、『
愛
を
育

み
、
愛
を
実
践
す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
』
の

教
育
方
針
の
下
で
、
日
常
を
極
め
る
こ
と
に
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
教
科
の
充
実
だ
け
で
は

な
く
、
現
代
が
強
い
る
生
活
環
境
に
視
線
を
注

ぎ
、耳
を
澄
ま
す
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
」

と
言
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
調
書
な
ど
を
中
心
に
、
あ
ら

ゆ
る
観
点
か
ら
児
童
の
生
活
・
行
動
パ
タ
ー
ン

を
分
析
し
、
そ
の
中
で
見
え
た
の
が
、「
放
課

後
の
空
白
」
で
す
。

１
．
放
課
後
の
営
み
の
充
実

　

放
課
後
の
営
み
を
充
実
さ
せ
る
目
的
で
、
小

学
校
で
は
五
年
前
か
ら
「
キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
わ
く
わ
く

コ
ー
ス
」
と
「
の
び
の
び
コ
ー
ス
」
に
分
け
て

行
わ
れ
ま
す
。

　
「
わ
く
わ
く
コ
ー
ス
」
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
そ

ろ
ば
ん
、
英
会
話
な
ど
一
二
の
講
座
を
、
十
五

時
半
か
ら
十
七
時
ま
で
開
講
し
、
延
べ
三
〇
〇

〜
四
〇
〇
名
の
児
童
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
の
び
の
び
コ
ー
ス
」
は
、
放
課
後
の
「
子

供
社
会
」
構
築
を
念
頭
に
お
い
て
、
宿
題
、
遊

び
、
読
書
等
の
時
間
を
設
け
て
、
十
五
時
半
か

ら
十
八
時
半
頃
ま
で
、
様
々
な
営
み
が
行
わ
れ

ま
す
。
学
校
生
活
と
は
異
な
る
環
境
設
定
と
い

う
考
え
か
ら
、
児
童
た
ち
は
制
服
か
ら
私
服
に

着
替
え
て
、
文
字
通
り
「
の
び
の
び
」
と
生
活

し
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
に
、
学
校
の
敷
地
内
と
い
う
安
全
な

場
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み

は
共
働
き
の
家
庭
に
特
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

２
．
幼
保
小
教
育
懇
談
会
の
開
催

　

横
須
賀
学
院
小
学
校
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育

園
と
の
連
携
を
積
極
的
に
考
え
て
い
ま
す
。
幼

児
教
育
の
卒
園
時
に
子
ど
も
た
ち
は
学
力
・
生

活
指
導
の
両
面
で
、
あ
る
程
度
の
教
育
を
受
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
小
学
校
教
育
は
、

そ
れ
を
一
旦
リ
セ
ッ
ト
し
た
状
態
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
幼
・
保
と
小
の
連
携
を
図

る
こ
と
で
、
確
か
な
繋
が
り
を
踏
ま
え
た
小
学

校
教
育
が
実
施
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
の
で
す
。
三
年
前
か
ら
、
横
須
賀
学
院
が
中

心
と
な
っ
て
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
を
対
象

に
、
年
四
回
、
幼
保
小
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、

意
見
や
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は

四
〇
〜
五
〇
名
の
幼
保
関
係
の
先
生
方
が
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

❖　

❖　

❖　

❖

　

こ
れ
ら
の
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
財

政
的
に
厳
し
い
時
期
も
あ
り
、
全
教
職
員
の
定

期
昇
給
を
三
年
間
据
え
置
き
、
賞
与
も
大
幅
に

減
額
す
る
な
ど
の
厳
し
い
措
置
も
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
藤
野
中
学
校
・
高
等
学
校
長
は
、

全
教
職
員
に
「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。
学

院
の
教
育
を
守
り
、
発
展
さ
せ
よ
う
」
と
い
う

危
機
意
識
と
方
向
性
が
共
有
さ
れ
て
い
た
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
協
力
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
言
い
ま
す
。

　

厳
し
い
時
期
を
経
て
、
近
年
よ
う
や
く
改
革

の
成
果
が
あ
が
り
始
め
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年

度
入
試
に
お
け
る
大
学
合
格
実
績
で
は
、
現
役

浪
人
合
わ
せ
て
、
医
学
部
に
は
延
べ
四
名
、
国

公
立
大
に
は
一
四
名
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
以
上
に

六
八
名
、
ま
た
青
山
学
院
・
明
治
学
院
・
関
東

学
院
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
大
学
に
は
一
五
六
名

合
格
。
一
貫
コ
ー
ス
の
み
の
進
学
実
績
で
は
、

一
〇
％
近
く
の
生
徒
が
国
公
立
大
に
合
格
、
Ｇ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
ク
ラ
ス
以
上
の
大
学
に
約
三
〇
％

の
生
徒
が
進
学
し
て
お
り
、
着
実
に
合
格
実
績

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
数
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
安
定
せ
ず
、

小
・
中
の
定
員
未
充
足
と
高
校
の
定
員
超
過
と

い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
学
則
定
員
通

り
の
運
営
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

学
院
で
は
、
二
〇
一
〇
年
の
創
立
六
十
周
年

に
、
一
、二
〇
〇
席
収
容
の
チ
ャ
ペ
ル
を
持
つ

講
堂
棟
完
成
を
目
指
し
て
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
建
学
の
理
念
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
基

づ
く
人
格
教
育
の
推
進
と
、
現
代
に
求
め
ら
れ

る
教
育
活
動
を
展
開
し
、
地
域
の
信
頼
に
応
え

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

よこすか芸術劇場でメサイアを歌う聖歌隊
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私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
か
か
る
平
成
二
十
年
の
会
計

検
査
院
の
実
地
検
査
は
、
十
九
年
十
一
月
か
ら
二
十
年
七
月
ま

で
の
間
に
、
四
八
法
人
（
大
学
法
人
四
八
）、
六
四
校
（
大
学

四
九
校
、
短
期
大
学
十
五
校
）
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
は
、
経
常
費
補
助
金
の
検
査
以
外
に
、
政
府
開
発

援
助
に
つ
い
て
の
検
査
が
特
別
に
行
わ
れ
、
特
別
補
助
項
目
の

「
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
」
が
検
査
の
対
象
と
な
り
、
六
法

人
（
大
学
法
人
六
）、
十
一
校
（
大
学
八
校
、
短
期
大
学
三
校
）

が
該
当
し
ま
し
た
。

　

検
査
は
、
一
般
補
助
の
認
定
関
係
で
は
、
補
助
金
算
定
の
対

象
と
な
っ
た
専
任
教
員
・
職
員
が
所
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
否
か
に
着
目
す
る
ほ
か
、
収
入
支
出
調
査
関
係
で
は
補
助

金
額
の
調
整
に
用
い
る
教
育
研
究
経
費
支
出
等
の
額
に
対
象
外

の
経
費
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
等
に
着
目
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
特
別
補
助
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
算
定
の

対
象
と
な
ら
な
い
学
生
等
や
対
象
外
の
経
費
が
含
ま
れ
て
い
な

い
か
等
に
着
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
交
付
要
件
の
不
備
に
よ
り
会
計
検
査
院
か
ら
、

「
補
助
金
が
過
大
に
交
付
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
、
不
当
と
の
指

摘
を
受
け
た
法
人
が
五
法
人
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
指
摘
内
容
は
、

　

① 

専
任
教
員
の
認
定
に
お
い
て
、
一
週
間
の
割
当
授
業
時
間

数
が
六
時
間
未
満
の
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

② 

奨
学
加
点
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
経
済
的
に
修
学
困
難
な

学
生
に
対
す
る
奨
学
費
支
出
に
対
象
外
の
支
出
が
含
ま
れ

て
い
た
。

　

③ 

特
別
補
助
の
「
障
害
者
の
受
入
れ
」
の
算
定
の
対
象
と
な

る
学
生
数
に
補
助
対
象
と
な
る
基
準
日
に
在
籍
し
な
い
学

生
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

④ 

特
別
補
助
の
「
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
」
の
算
定
の
対

象
と
な
る
学
生
数
に
科
目
等
履
修
生
や
留
学
の
在
留
資
格

が
な
い
学
生
が
含
ま
れ
て
い
た
。

と
い
う
も
の
で
し
た
。
な
お
、
指
摘
さ
れ
た
法
人
は
五
法
人
で

す
が
、
指
摘
内
容
で
の
重
複
が
あ
り
ま
し
た
の
で
四
事
例
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
不
当
事
項
の
指
摘
を
受
け

た
こ
と
は
誠
に
残
念
な
結
果
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
誤
り
に
は
、「
調
査
票
作
成
に
当
た
り
、
補
助
要

件
の
確
認
が
十
分
で
な
か
っ
た
」
と
い
う
要
因
が
あ
り
ま
す
。

今
回
指
摘
を
受
け
た
学
校
法
人
だ
け
で
な
く
、
各
学
校
法
人
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
補
助
金
に
か
か
る
各
種
調
査
票
の
作
成
及

び
作
成
後
の
内
容
確
認
等
に
際
し
て
は
、
調
査
票
記
入
要
領
等

に
記
載
の
補
助
要
件
を
十
分
確
認
い
た
だ
き
、
補
助
金
の
算
定

基
礎
数
等
に
誤
り
を
生
じ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
助
成
部　

補
助
金
課
）

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

　
　

会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
結
果

　

二
十
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
第
一
次
交
付
に
つ

い
て
は
、
六
一
二
法
人
八
六
五
校
に
対
し
、
一
、
二
七
三
億
四
、

六
三
九
万
三
、
〇
〇
〇
円
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

第
一
次
交
付
の
交
付
対
象
費
目
は
、
専
任
教
員
等
給
与
費
、

専
任
職
員
給
与
費
（
教
員
、
職
員
と
も
退
職
金
財
団
掛
金
補
助

分
を
含
む
）、
非
常
勤
教
員
給
与
費
、
教
職
員
福
利
厚
生
費
、

教
育
研
究
経
常
費
、
厚
生
補
導
費
の
六
費
目
で
す
。

　

今
回
交
付
し
た
補
助
金
額

は
、
二
十
年
五
月
一
日
現
在

の
専
任
教
職
員
数
・
学
生
数

等
を
基
礎
と
し
て
、
調
整
係

数
表
の
Ａ
区
分
の
定
員
割
れ

学
部
等
の
減
額
強
化
を
除
き
、

原
則
と
し
て
十
九
年
度
の
配

分
基
準
に
よ
り
補
助
金
額
を

算
定
し
、
さ
ら
に
圧
縮
率
を

乗
じ
て
得
た
金
額
で
す
。

　

な
お
、
今
回
交
付
し
な
い

研
究
旅
費
、
認
証
評
価
経
費

及
び
特
別
補
助
に
つ
い
て
は
、

二
十
一
年
三
月
に
交
付
す
る

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部  

補
助
金
課

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
三
〇
〇
〜
七
三
一
一

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

平成20年度会計検査院実地検査状況

区分
大学 短大 高専 計

法人数 学校数 法人数 学校数 法人数 学校数 法人数 学校数

北海道 4 4 0 2 0 0 4 6

東北 0 0 0 0 0 0 0 0

関東 5 10 0 2 0 0 5 12

東京 15 9 0 1 0 0 15 10

中部 5 5 0 3 0 0 5 8

近畿 9 8 0 2 0 0 9 10

中国 5 6 0 1 0 0 5 7

四国 0 0 0 0 0 0 0 0

九州 5 7 0 4 0 0 5 11

計 48 49 0 15 0 0 48 64

※法人数・学校数は各所在地による

平
成
二
十
年
度

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
次
交
付

区　分 法人数 学校数 当初予算額 交付決定額
（資金交付額）

大　学 法人
497

校
532

千円
―

千円
116,262,106

短期大学 114 330 ―  10,835,558
高等専門学校   1   3 ―     248,729
合　計 612 865 324,868,000 127,346,393
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平成20年　共済事業の年間報告

■カナダとの社会保障協定の発効（３月１日）

■海外保養施設の営業終了（３月３１日）

■長期給付分掛金率の改定（4月1日）

　長期給付分掛金率は毎年、0.354／100引き上げること
となっており、20年度は11.876／100となりました。

■介護分掛金率の改定（4月1日）

　20年度の介護分掛金率を0.833／100に改定しました。

■年金額の改定（4月1日）

　20年度の年金額は据え置きとなりました。

■ 任意継続加入者にかかる標準給与の月額の上限額の改
定（4月1日）

　任意継続加入者にかかる標準給与の月額の上限額が、
383,000円になりました。

■年金制度の改正（4月1日）

　離婚時の被扶養配偶者期間にかかる年金分割制度が導
入されました。

■短期給付の改正（4月1日）

○長寿医療制度（後期高齢者医療制度）が創設されました。
　 75歳以上の人（65～74歳で障害の状態にある人を含む）は、「長
寿医療制度」の被保険者となり、私学共済制度の短期給付の適
用から除外されることとなりました。なお、75歳以上の被扶養者
について、20年４月から９月までの長寿医療制度の保険料が無料
となり、20年10月から21年３月までの保険料が９割軽減されます。

○ 70～74歳の医療費自己負担割合が２割に引き上げられ
ました。
　ただし、21年３月までの１年間は１割に据え置かれます。
○ 乳幼児の医療費自己負担軽減措置（２割）の対象者が
義務教育就学前（小学校入学前）まで拡大されました。
○ 療養病床に入院した場合の食費・居住費にかかる自己
負担（生活療養標準負担額）の対象者が70歳以上から
65歳以上に変更されました。
○高額介護合算療養費が創設されました。

■特定健康診査・特定保健指導（４月1日）

　40～74歳の加入者及び被扶養者を対象に、生活習慣病
に着目した特定健康診査と特定保健指導の実施が、私学
事業団など医療保険者に義務付けられました。

■ 人間ドック利用費用補助事業の基準検査項目の変更
（４月１日）

■私学共済ねんきん特別便の送付（５月）

　私学事業団で管理している私学共済制度の年金加入記
録を一覧表にしてお知らせしました。

出
産
費
等
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

 

（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
予
定
）

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
が
改
正
さ
れ
、
出
産
費
及
び

家
族
出
産
費
の
支
給
額
が
次
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
付
け
で
産＊

科
医
療
保
障
制

度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
制
度
に
加
入
す

る
医
療
機
関
等
に
お
い
て
出
産
し
た
場
合

　
　

従
前
額
の
三
十
五
万
円
に
産
科
医
療
保
障
制
度
の

　

掛
金
相
当
額（
三
万
円
）を
加
算
す
る
こ
と
が
検
討
さ

　

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
産
科
医
療
保
障
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
医

療
機
関
等
で
出
産
し
た
場
合
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、出
産
費
付
加
金
及
び
家
族
出
産
費
付
加
金
は
、

五
万
円
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊ 

産
科
医
療
保
障
制
度
は
、出
産
の
際
に
特
定
事
故（
出

産
に
か
か
る
診
療
等
の
事
故
に
よ
り
出
生
し
た
子
が

脳
性
麻
痺
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
身
体
の
障
害

の
程
度
が
重
度
と
な
っ
た
事
故
を
い
い
ま
す
）
が
発

生
し
た
場
合
に
補
償
等
を
行
う
制
度
で
す
。

　

請
求
書
は
私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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　健診結果データのご提出はお済みでしょうか。健診結果データをまだ提出されていない学校法人等は、定期健康診
断が終了しましたら速やかに提出してください。

●健診結果データを提出した後は、結果通知等が送付されます
　40歳から74歳となる加入者の特定健康診査は、学校法人等が実施する定期健康診断の結果を活用することとされて
おり、健診結果データは私学事業団に提出していただくことになっています。
　健診結果データの受付後は、本事業団において内臓脂肪蓄積の程度とリスク要因の数に着目し、国が定める基準に
基づいて特定保健指導を必要とする人を選定（これを階層化といいます）し、結果通知等を学校法人等あてに順次送
付する予定となってます。　　
　結果通知等には、その人に合った情報提供冊子とともに、保健指導が必要な人には特定保健指導を利用するための
必要書類（利用券等）を同封しています。健診結果データを提出していただいた加入者ごとに個別封筒に封入し、学
校法人等あて送付しますので、配付をお願いします。　
　また、特定保健指導の実施につきましては、対象者が保健指導を受けやすくなるよう、学校法人等における環境作
りについてもご協力くださるようお願いします。
　健診結果データの受付後のフローは下図のとおりです。

●特定保健指導について
　現在、特定保健指導を実施できる保健指導機関が全国的に少なく、十分な保健指導体制が整っていない状況です。
ご迷惑をおかけする場合もありますが、ご理解とご協力をお願いします。　
　なお、保健指導機関の最新情報は、私学共済事業ホームページに掲載していますのでご参照ください。
※私学共済事業ホームページ　　http://www.shigakukyosai.jp/

結果通知の配付と保健指導の利用にご協力ください
特定健康診査・特定保健指導

私　
　

学　
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業　
　

団

学
校
法
人
等
経
由
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者

被
扶
養
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者

直
接
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人
に
送
付

保
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者

各
指
定
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指
導
機
関
（
集
合
契
約
機
関
）

支
払
代
行
機
関
（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
）

●
動
機
付
け
支
援　

●
積
極
的
支
援

保健指導結果
データ

　 　請　求
（保健指導対象者
 保健指導利用分）

支払い

特定保健
指導利用
（自己負担
なし）

特定保健指導の対象とならない人に
対して
情報提供冊子（特定健診受診結果）等

特定保健指導の対象となる人に対して
情報提供冊子（特定健診受診結果）等
特定保健指導の案内等
（利用券・各指定保健指導機関リスト等）

特定保健指導の対象とならない人に
対して
情報提供冊子（特定健診受診結果）等

特定保健指導の対象となる人に対して
情報提供冊子（特定健診受診結果）等
特定保健指導の案内等
（利用券・各指定保健指導機関リスト等）

保健指導結果データ（保健指導利用分）

請求・支払い（保健指導利用分）

図　特定保健指導のフロー（予定）
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ＧＰステージカード　会員制度終了のお知らせ
～ポイントの還元は平成21年12月31日までです～

ガーデンパレスの年末年始期間中（12月27日～1月3日）の営業

　各ガーデンパレス及び金沢宿泊所において実施しており
ました「ＧＰステージカード会員制度」は、顧客サービス
の見直しに伴い、平成21年１月31日をもちまして、入会手
続きを終了させていただくこととなりました。
　すべてのサービス終了は21年12月31日となります。今後
のスケジュールや累計ポイントの還元手続方法などにつき
ましては、各ガーデンパレスにお問い合わせください。

ガーデンパレス名
営業日 年末年始期間中の

宿泊料金 備　　　考
12/27 28 29 30 31 1/1 2 3

札幌ガーデンパレス
☎ 011（261）5311

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 通常料金

●洋食レストランは通常営業
● 四川飯店は12月29日～31日まで休業
1月1日から通常営業
●正月は御神酒を用意しております

仙台ガーデンパレス　
☎ 022（299）6211

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 通常料金 ●全館通常営業

東京ガーデンパレス　

予

☎ 03（3813）6211（代）
☎ 03（3813）6290（直）

△ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
特別料金（1泊朝食）
シングル12,000円～
ツイン　23,000円～

●特別料金期間　12月31日～1月1日
● 洋食レストラン・和食堂は正月限定メ
ニューとなります
●ランチバイキング　1月1日～1月4日
　11：30～15：00　2,500円（1名様）

名古屋ガーデンパレス
☎ 052（957）1022

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
通常料金

年末年始特別宿泊プラン（1泊2食）
1名様12,000円

●特別料金期間　12月27日～1月4日
●イタリアンレストランは
　11：30～17：00営業
●和食堂は17：00～21：00営業

京都ガーデンパレス　
予

☎ 075（411）0111
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別料金（1泊2食）
シングル17,902円～
ツイン　34,650円～

●特別料金期間　12月31日～1月3日

大阪ガーデンパレス　
予

☎ 06（6396）6211
○ △ × × ○ ○ ○ ○

年末年始宿泊プラン（1泊2食）
　1名様12,600円～

●特別料金期間　12月31日～1月3日
●和食堂・洋食レストランは通常営業
　（和食堂は正月限定メニュー）

広島ガーデンパレス
☎ 082（262）1122

○ △ × × ○ ○ ○ ○ 通常料金 ●和食堂は31日17：00より通常営業

福岡ガーデンパレス　
予

☎ 092（713）1112
○ △ × ○ ○ ○ ○ ○

通常料金
年末年始宿泊プラン（1泊2食）
1名様12,000円～

●特別料金期間　12月31日～1月2日
●和風レストランは通常営業
　（12月31日～1月3日は正月限定メニュー）

○＝営業　×＝休館　△＝チェックアウトまでの営業　予＝宿泊予約制
年末年始の宿泊予約は各ガーデンパレスにお電話にて直接お申し込みください。
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１名様
5,000円・6,000円
7,000円
（２時間制／別途「フリードリンクセット」を
追加できます）

京都市上京区烏丸通り下長者町上ル龍前町605番地
（地下鉄「丸太町」駅下車、徒歩８分）
http://www.hotelgp-kyoto.com

●対象期間： 平成20年12月１日（月）～21年２月28日（土）
●10名様から承ります。

6,000円以上の宴会プランの場合、和洋折衷・会席料理・洋コー
ス料理に変更できます。

お問い合わせ・ご予約は

　☎ 075-411-0400（宴会予約係）

特典 お料理代金の10％を割引します。 大阪市淀川区西宮原1-3-35（「新大阪」駅下車、徒歩10分）
http://www.hotelgp-osaka.com

上記プランのほか、集合写真（人数分）がついた「同窓会プ
ラン」もございます。

お問い合わせ・ご予約は

　☎ 06-6396-6212（宴会予約係）

特典 加入者限定のお得なプランです。

１名様
6,500円・7,500円
8,500円
（２時間制／料理・フリードリンクを含みます）

広島市東区光町1-15（「広島」駅下車、徒歩５分）
http://www.hotelgp-hiroshima.com

●対象期間：通年
●６名様から承ります。

上記プランのほか、パーティー・法要・宴会等に対応した
プランもございます。

お問い合わせ・ご予約は

　☎ 082-262-1122（代表）

特典 上記金額より10％を割引します。

１名様 5,500円・6,000円
（２時間制／料理・フリードリンクを含みます）

福岡市中央区天神4-8-15（地下鉄「天神」駅下車、徒歩５分）
http://www.hotelgp-fukuoka.com

●対象期間：通年
●20名様から承ります。
●ご利用の５日前までにご予約ください。

上記プランのほか、「同窓会プラン」「法要会席プラン」
「出張パーティープラン」等もございます。

お問い合わせ・ご予約は

　☎ 092-713-1112（代表）

１名様
5,500円・6,500円
8,000円
（２時間制／料理・カラオケ・フリードリンク
を含みます）

●対象期間： 平成20年12月１日（月）～21年２月28日（土）
●20名様から承ります。
●立食・着席いずれでもご用意します。

料理（イメージ）

料理（イメージ）

冬の宴会プラン
（洋食又は和食）ブッフェスタイル

忘年会・新年会パーティープラン
（立食・着席）

和洋折衷パーティープラン
（和洋卓盛・折衷）

歓送迎会プラン
（和会席・折衷・洋コース）

宴会場（イメージ）
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１名様 5,500円～10,000円
（2時間制／料理・フリードリンクを含みます）

札幌市中央区北１条西６丁目（「札幌」駅下車、徒歩７分）
http://www.hotelgp-sapporo.com

●対象期間： 平成20年11月１日（土）～21年２月28日（土）
●８名様から承ります。

特典 加入者割引があります。

上記プランのほか、「宴会プラン」「会議プラン」「宿泊付宴
会プラン」もございます。

お問い合わせ・ご予約は

　☎ 011-261-5311（代表）

１名様
（和洋卓盛）4,750円
（和洋会席）5,700円・6,650円
（２時間制／別途、「飲み放題コース」を追加で
きます。）

仙台市宮城野区榴岡4-1-5（「仙台」駅下車、徒歩３分）
http://www.hotelgp-sendai.com

●対象期間： 平成20年11月１日（土）～21年４月30日（木）
●８名様から承ります。

特典 カラオケ・装花等割引があります。

上記プランのほか、「杜の四季プラン」「レディースプラン」
「法要プラン」等もございます。

お問い合わせ・ご予約は

　☎ 022-299-6211（代表）

１名様
大　　人　　6,000円
小中高生　　4,000円
　　　　　　3,000円
（２時間制／料理・フリードリンクを含みます）

東京都文京区湯島1-7-5（「御茶ノ水」駅下車、徒歩５分）
http://www.hotelgp-tokyo.com

●対象期間： 平成21年２月１日（日）～21年３月31日（火）
●30名様から承ります。

上記プランのほか、「定年退職記念会・歓送迎会プラン」
「同窓会プラン」「偲ぶ会・法要プラン」等もございます。

お問い合わせ・ご予約は

　☎ 03-3813-6237（宴会予約係）

１名様 6,200円～8,500円
（２時間制／料理・飲物プラン）

名古屋市中区錦3-11-13（地下鉄「栄」駅下車、徒歩５分）
http://www.hotelgp-nagoya.com

●対象期間：通年
● ご利用の７日前までにご予約ください。

上記プランのほか、「同窓会プラン」「法要プラン」等も
ございます。

お問い合わせ・ご予約は「宴会受付係」まで

　☎ 052-957-1022（代表）

特典
マイク・音響証明・カラオケ（要予約）を
無料サービス。21名様ごとに１名様ご招待。
その他、加入者割引がございます。

　私学事業団は、全国８か所でホテル「ガーデンパレス」を運営
しています。ご旅行や婚礼といったプライベートな時間や出張・
会議などのビジネスはもちろん、これからの季節、入学試験や卒
業式、謝恩会などの学校行事にもご利用いただけます。
　詳しくは、各ガーデンパレスのホームページをご覧ください。

ご利用ください　私学事業団のガーデンパレス

忘・新年会プラン 忘・新年会・歓送迎会プラン

謝恩会プランＡ 歓送迎会プラン

特典 贈呈用花束を10％割引します。

宴会場（イメージ）

幼　　児
（3歳～6歳）
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）

賞与等支給報告書の提出上の注意
　賞与等支給報告書は、登録されている賞与等支給予定
月の前月に学校法人等へ送付します（磁気媒体校及び電
算用紙校は除く）ので、賞与等を支給した日から（同一
月内に賞与等の支給が複数あった場合は合算し、最後に
支給した日から）５日以内に提出してください。なお、加
入者全員に賞与等の支給がない場合は提出の必要はあり
ません。また、賞与等支給報告書に記載されている加入
者の中で、支給がない人がいる場合は、その人の加入者
番号から賞与等区分まで二重線で抹消してください。０
円又は空欄で報告されると未確認連絡書が送付されます。
　賞与等支給報告書の記入については、平成18年度改訂
版「様式用紙等の記入例集」18ページを参照してくださ
い。特に支給年月や賞与等区分の記入もれに注意してく
ださい。磁気媒体及び電算用紙で報告する場合は、提出
前に加入者番号と生年月日を確認してから提出をお願い
します。

年内の共済業務関係書類の受け付け・処理
　年内の共済業務の書類等の受け付け及び処理は、次の
とおりです。
◇資格関係
・ 加入者証等の交付は、12月11日（木）受付分までを年
内に発送します。

・ 資格関係の異動報告は、12月16日（火）受付分までを
12月分の掛金で調定する予定です。

◇短期給付関係
・ 短期給付関係の請求は、12月３日（水）受付分までを
年内に送金する予定です。

◇貸付関係
・ 貸付けの申し込み等は、12月15日（月）受付分までを
１月５日（月）に送金します。

※ 年末の業務は26日（金）までのため、不備のないよう
早めに申し込んでください。送金等については、申込
書類等に不備等がないことを前提としていますので、
書類は余裕をもって提出してください。

加入者向広報「レター」１月号等の送付
　加入者向広報「レター」１月号等を１月中旬に学校法
人等あてに送付します。
　送付物は１１月末現在の加入者数でお送りします。部
数が不足している場合は、広報班までお申し出ください。

私学共済相談員研修会を開催しました
　９月25日（木）、26日（金）に、東京ガーデンパレス
で私学共済相談員研修会を開催しました。
　今回は、①ねんきん特別便の送付②特定健康診査③掛
金関係の変更点等について研修を行いました。
　私学共済相談員は、事務担当者や加入者等を対象に
地域の事務サービスの不足を補うことを目的としていま
す。ぜひご相談ください。相談員一覧表は、平成20年版
「事務の手引」1088ページ及び本誌８月号を参照してく
ださい。
　なお、私学事業団が委嘱している相談時間は月曜日か
ら金曜日の午後１時から４時ですので、ご理解をお願い
します。

12月の共済業務スケジュール
１日（月） 掛金 10月分納期限

２日（火） 貸付 送金

５日（金） 貸付 11月分定期償還期限

10日（水） 貯金 払込期限（必着）

15日（月）
貸付 申込・任意償還申出締切
アイリスプラン  「医療傷害補償コース」・「介

護保障コース」加入申込締切

22日（月）
貯金 送金
貸付 送金

25日（木）
貯金 払戻・解約請求締切
積立共済年金 脱退申出等締切

26日（金） 貸付 翌月22日送金申込締切

29日（月）
掛金 11月分口座振替（自振校のみ）
貸付 12月分定期償還口座振替（自振校のみ）

５日（月）
掛金 11月分納期限
貸付 送金
貸付 12月分定期償還期限

９日（金） 貯金 払込期限（必着）

15日（木） 貸付 申込・任意償還申出締切

１月の共済業務スケジュール

共済業務

〒113 - 8441
文京区湯島１-７-５
☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校番号、加入者番号をお手
元にご用意くださるよう、お願いします。
http://www.shigakukyosai.jp/

　共済事業本部の代表電話がつながりにくい状態に
なっており、ご迷惑をおかけしております。特に、
月曜日や午前中は電話が大変混雑しておりますの
で、ご了承ください。
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INFORMATION

助成業務
〒102 - 8145
千代田区富士見１-10-12
☎03（3230）1321（代表）
http://www.shigaku.go.jp/s_home

私立大学等経常費補助金の申請等に
ついては電子窓口をご利用ください

　私立大学等経常費補助金の調査票及び事務連絡等を
「電子窓口」に掲載していますので、定期的にご確認く
ださい。
　また、提出の際にも事務手続きの簡略化のため「電子
窓口」をご利用ください（一部、紙媒体での提出の場合
もあります）。
 助成部　補助金課
 ☎03（3230）7300～7311
 Ｅメール　hojokin@shigaku.go.jp

平成20年度版「今日の私学財政」（大学・短期大学
編、高等学校・中学校・小学校編）を発送します
　平成20年度学校法人基礎調査にご協力いただいた該当
する部門をお持ちの学校法人宛に、平成20年度版「今日
の私学財政」（大学・短期大学編、高等学校・中学校・
小学校編）をお送りします。発送予定は12月下旬です。
今後の学校経営の中で財務分析や財政運営の参考として
ご活用ください。
 私学経営情報センター　私学情報室
 ☎03（3230）7844・7845
 Ｅメール　center@shigaku.go.jp

○私学振興事業本部・共済事業本部

○各会館の共済業務課

　年末は12月26日（金）まで、年始は１月５日（月）

から平常どおり行います。

○東京臨海病院（外来診療）

　年末は12月27日（土）午前10時30分まで、年始

は１月５日（月）から平常どおり行います。

○ホームページの休止について

　私学振興事業本部のシステムメンテナンスのた

め、本事業団ホームページのうち、「トップペー

ジ（http://www.shigaku.go.jp/）」及び「私学振

興事業本部（助成業務）ページ」の閲覧は、12月

26日（金）午後５時45分から１月５日（月）午前

10時まで休止します。

　なお、「共済事業本部（私学共済事業）ページ」

は閲覧できますので、（http://www.shigakukyosai. 

jp/）を直接入力してご利用ください。

年 末 年 始 の 業 務
　私学事業団の年末年始の業務は次のとおりです。何かとご不便をおかけいたしますが、皆様のご理解とご
協力をよろしくお願いいたします。

「月報私学」に対するご意見・ご要望をお待ちしています
　「月報私学」は私学事業団の広報誌として、私学の皆様に役立つ情報を提供したいと考えています。内容

の充実を図るため、皆様から本誌に対するご意見、ご感想や、今後取り上げてほしい企画などのご要望がご

ざいましたら、下記連絡先までお寄せください。今後の編集の参考とさせていただきます。

 〒102-8145

 東京都千代田区富士見1-10-12

 日本私立学校振興・共済事業団　企画室

 ☎03（3230）7810・7811

 Eメール　kikaku@shigaku.go.jp

第 1 3 2 号 平成 2 0 年 1 2 月 1 日
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融資事業のご案内

平成２１年度融資のご相談、お待ちしています！平成２１年度融資のご相談、お待ちしています！

ご相談はお早目にどうぞ 問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi@shigaku.go.jp

◆融資金利表（平成20年12月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置2年）

10年以内
（据置年数含む）

6年以内
（据置年数含む）

校（園）舎、体育館、講堂、
遊戯室等の建築事業等並び
に校（園）地の買収事業等

（一般施設費）

年％

2.1

年％

1.5

年％

1.4
寄宿舎、国際交流会館、セ
ミナーハウス等の建築事業
並びに当該施設建築のため
の土地買収事業等

（特別施設費）

2.2 1.6 －

校教具、通園バス等
※幼稚園、特別支援学校、
専修学校が対象
（教育環境整備費）

－ －
5年6か月以内

（うち据置6か月）

1.1
大型設備・情報技術整備等

（教育環境整備費） － 1.5 －
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※ 上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象とな
ります。

私学事業団融資は、
長期借入・固定金利・元金据置（最大２年間）・
元金均等返済です。

つまり！
「安定感ある返済計画」が実現します。

さらに！
老朽校舎の建替えには、利子助成制度＊により
10年間支払利息が軽減されます。

　通常、融資のご相談から審査、契約、資金交付までは
３か月程度要します。今年度の融資のご相談・お申し込
みはできる限りお早目にお願いします。

＊利子助成率は、以下のとおりです。
　大　学　等　⇒　事業団の融資金利－1.0％
　高等学校等　⇒　事業団の融資金利－1.5％

宿泊施設のご案内
インターネットで宿泊予約ができます。
http://www.shigakukyosai.jp/

志賀高原で雪と戯れる
　長野冬季オリンピックの会場にもなった志賀高原は、スキーヤー
にとってまさに憧れのウィンタースポーツリゾートです。
　志賀高原には、66基のリフト、ロープウェイなどの設備を有し、
初心者から上級者まで幅広く楽しめる21か所のゲレンデがあり、
１日では満喫できないほどスキーを楽しむことができます。
　スキーだけでなく雪山ならではの銀世界をご堪能いただけます。
美しい樹氷やはるか彼方の山々の美しい稜線、満天の星空を見るこ
とができるかもしれません。
　これからの季節、志賀高原で冬のひとときを過ごしてみてはいか
がでしょうか。

１名様　２名１室利用時　8,085円（税込）～
　　　　３名１室利用時　7,560円（税込）～

宿泊プラン　１泊２食付

やまゆり荘志賀高原 〒381-0401　長野県下高井郡山ノ内町志賀高原蓮池　☎0269（34）2102
（ＪＲ長野駅東口から志賀高原行き直通バス約70分、蓮池下車徒歩５分）

やまゆり荘外観

志賀高原の雪景色


